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国際VHFについて

2009年8月28日
アイコム株式会社
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海難事故
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1.海難の種類としては、衝突が35％と一番多い
平成19年度の海難船舶2579隻中

衝突：892隻（35％）、乗揚：357隻（14％）、機関故障：337隻
 （13％）

2.海難の発生場所としては、岸から3海里未満が80％
 12海里未満が93％を占める

港内：971隻（38％）、3海里未満（港内除く）：1074隻（42％）、3～12 
海里：358隻（14％）

3.海難の原因としては、見張り不十分、操船不適切が
 多い

平成19年度の海難船舶2579隻中

見張り不十分：636隻（25％）、操船不適切：352隻（14％）

海難の現状について

海上保安庁統計「平成19年度における海難及び人身事故の発生と救助の状況について」より
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連絡が出来れば衝
 突は回避

海のルールだけでは駄目
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現状は大型船は国際VHF、漁船は漁業無線、プレジャーボートは携帯電話（一部マリンVHF)

事故の大きな原因

総務省資料（平成20年12月25日）より
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昭和39年（1964年）9月に改正SOLAS条約が発効

SOLAS船及び100ｔ以上のすべての船に装備の義務

義務船以外にもすみやかにＶＨＦを装備できるよう奨励・普

 及させた

日本

海外

船舶共通通信システム構築までの道のり

国際VHFが制度化
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昭和63年（1988年）7月潜水艦「なだしお」と遊
 漁船「第一富士丸」との衝突事故

平成3年（1991年）12月マリンＶＨＦを
 導入

現状は大型船は国際VHF、漁船は漁業無線、プレジャーボートは

 
携帯電話（一部マリンVHF)

（１
 ）

大きな事故がきっかけ

http://sankei.jp.msn.com/photos/affairs/disaster/080219/dst0802191052013-p1.htm
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（２）平成20年（2008年）2月護衛艦「あたご」と
 漁船「清徳丸」との衝突事故

国際VHFの導入
（平成21年9月予定）

国際VHFの導入

http://ameblo.jp/sansiroh/image-10073828554-10049456985.html
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船舶共通通信システム

基本的考え方

1.すべての船舶間で共通の通信システムとして利用できること

2.外国船との交信も可能のように世界共通の周波数を使用するものであること

3.迅速な危険回避行動をとるために、他者（海岸局など）を介する必要なく、船

 舶間で直接交信することが可能であること

普及促進策

1.高度な知識･技能がなくとも操作可能なものであり、簡易な資格で運用

 できること

2.安価に購入でき、維持に要する費用が少なくてすむなど運用にあたって

 の経済負担が軽いこと



10

ワッチ

14CH

共通呼出チャンネル16CHの運用
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3 4

16CH
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:PL31_izu.JPG


11総務省資料（平成21年5月22日）より
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今回導入の国際VHFのポイント
1.無線設備の技術基準の見直し（

北米向けの機器の導入が可能（携帯型：2万円、据え置き機：5万
 円）

2.技術基準適合証明の対象にする

弊社IC-M36J、IC-M72J（以上携帯機）、IC-M504J（据え置き

 機）は技適マーク対応機器

無線局免許の手続簡略化

3.定期検査制度の見直し

・携帯機→定期検査不要

・据え置き機→検査周期を3年から5年に延長

マリンVHFに義務付けられたATISを撤廃など ）

（5年の免許更新手続きは継続

 

）
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IC-M504J IC-M36J

アイコム製品

据え置き型 携帯型

IC-M72J

携帯型

http://csad.icom.co.jp/csad_2003/images/pict/jpeg/09-5936.IC-M504J���v.j
http://csad.icom.co.jp/csad_2003/images/pict/jpeg/09-5938.IC-M36J����.j
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アイコム製機器のポイント

1.総務省の意向に沿った価格

北米市場で10万台/年の販売量

NMEA（National Marine Electronics Association）賞
 1984年以降21回受賞

3.弊社は国内生産を旨とし、高い品
 質と為替に左右されない安定性

 を維持

北米ボート・ヨット：600万隻（国際VHF搭載船）、

日本：漁船もすべて合わせてあわせて60万隻

2.船舶無線での安定した技術力
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国際VHFの有効到達距離の調査検証

漁船

 
Ⅰ

海ほ

 

たる

モー

 
ター

 
ボート

漁船

 
Ⅱ

カー

 
フェ

 
リー

大型船 小型船

25W ５W ５W ２５W

５W

10海里 2～3海里 2～3海里 5海里

小型船 ５W

12海里 2～3海里 4～5海里 6～8海里

２５W

20海里 5海里 6～8海里 15海里

船舶の種類

使用機材

「海難防止に共通に使用できる通信シ

 
ステム構築に向けた海上伝搬調査報

 
告書」（平成21年2月）より

アイコム製品で実証
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啓蒙活動

http://csad.icom.co.jp/csad_2003/images/all/pdf/KAZI_9����.p
http://csad.icom.co.jp/csad_2003/images/all/pdf/�g�E�L���E�Y�J�b�
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船舶共通通信システムを守るために

1.陸上で使われること

特小より飛び（500ｍ→5Km)、業務無線より安

 い（8万円→2万円）

2.16ｃｈを使った私用通話の横行

3.無免許の横行

懸念される消費者行動

1.免許制度の周知徹底

2.運用に当たってのマナーを破ると厳しい電波法の

 適用が待っていることを強調

国際VHFへの信用失墜

ユーザー団体、業界、行政が一体となっ

 
た運用マナーの向上にむけての努力
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海猿のお世話にならないために 国際VHF

フジTVより

http://wadaphoto.jp/japan/images2/yamato004l.jpg
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